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5 月３０日の通常総会において、昨年度に続き、理事長を務めることになりました。会員の皆様には、

土砂災害の防止のための調査、啓発など当協会の活動にご協力いただき厚くお礼申し上げます。 

 皆様ご承知の通り、当協会の中心的活動でありました斜面地の調査がこの 2 年間実施いたしておりま

せん。これは、大阪府の土砂災害防止法の運用によりやむを得ないものとはいえ、会員の皆様方の活動

の機会が減っているのは誠に残念な状況であります。調査を通じて地域の住民の方々に土砂災害につい

ての理解を深めていただき、災害時の敏速な対応をお願いするいわゆる「啓発活動」は、我々砂防ボラ

ンティアの責務と云える重要なかつ地域貢献度の大きい活動であります。 

一方、斜面地の調査に代わり、土砂災害のハザードマップを地域住民で作ることが進められておりま

す。この作成はワークショップ形式で地域住民のグループ作業で進められています。このワークショッ

プに砂防ボランティアが参加し、そこで土砂災害の内容や地域での危険性を説明することにより、より

充実したハザードマップを作製できるものと期待されております。現在はモデル事業として各市町村数

か所で実績ができており、今後この地域を拡大していくことが求められております。 

 当協会としても、この要請に応えていかねばと考えておりまして、会員の皆様方には、今までの斜面

調査の作業と少し変わった作業でのご協力をお願いしていくことになると思いますのでよろしくお願い

いたします。 

 また、去る 6 月 5 日に熊本市で開催されました「砂防ボランティア全国の集い」において藤本光大

氏と井上整氏の両副理事長が「砂防ボランティア活

動など功労者表彰」を受賞されましたことをご報告

申し上げます。長期にわたり地道な活動を続けてこ

られたことが全国の模範となるものとして認められ

たものであり、共に活動する者としても喜ばしい限

りであります。また、会員の高齢化する中で、最近

会員の地元での活動に感銘を受けられて数名の若い

方が入会されたという朗報もございました。 

 皆さんのご協力を得まして、協会の活動を充実し、

土砂災害の防止の活動が幅広くなるよう努めてまい

りますのでよろしくお願い申し上げます。 

 

☆☆  平平成成 22６６年年度度通通常常総総会会をを開開催催  

５月 30 日（金）、大阪府立労働センター「エル・おおさ

か」で通常総会を開催し、平成 25 年度事業報告・決算報

告を承認、平成 26 年度事業計画・予算、理事の任期満了

による新理事の選任を審議し決定しました。 

また、総会終了後には平成 26 年度第１回の会員研修会

を開催しました。 

☆☆  理理事事長長ああいいささつつ                              大大江江  徹徹    
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平成２６・２７年度執行体制 

※今度は新たに事務局長を置くこととしました。 

  

土砂災害から府民の命を守るため、大阪府や市町村と連携して土砂災害防止のための点検調査や防災

意識の向上・啓発に努めました。 

昨年度の活動内容は、土砂災害危険箇所の「パトロール」・「緊急点検」等(１４回２７名)を実施する

ほか、啓発活動の一環として、府下各地区で進められている土砂災害警戒区域等において住民と一緒に

なって「地区単位のハザードマップの作成」のワークショップに参加協力(１４地区、３１名)するとと

もに、地すべりの動態観測地である八尾市黒谷「市民の森」の除草活動に参加(２回、６名)しました。 

会員の活動は３０ 回、延べ参加人員６４ 名となり、会員の積極的なボランティア活動は府民からも

好意的に受け止められており、これからの地域防災力の向上にさらに寄与するよう努めていきたいと思

います。 

 

 研 修 会・講 習 会                   

１．砂防施設見学会－六甲砂防事業地－ 

・平成２５年１１月２１日 砂防施設見学会 

国土交通省近畿地方整備局六甲砂防事務所

の協力を得て、秋空の六甲山に会員１９名が

参加し、直轄砂防である六甲砂防事務所の現

地での研修会を実施しました。今回は、例年

のバス移動による見学会と趣を変えて、現地

集合、弁当持参のハイキング形式となりまし

た。 

参加者は、神戸布引ロープウェイハーブ園 

山麓駅に集合し、「山麓駅」から２０分の「中 

間駅」で下車。その後徒歩で「布引五本松堰堤」（日本最初の重力式堰堤、利水用）のダム湖に沿っ 
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☆☆  ここのの 11 年年のの活活動動概概要要報報告告  

 危険斜面地等の点検調査・防災啓発活動                
 

市が原で六甲砂防事務所から概要説明を受ける 

土砂災害危険個所のパトロール 
（枚方土木管内天野川前川支川） 

清掃活動 

 
（八尾市黒谷地区市民の森） 

 

ハザードマップ作成 
（柏原市雁多尾畑地区） 
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て歩き、市が原（堰堤の上の堆砂敷き河原）で昼食をとりました。市が原で六甲砂防事務所の方々

と合流し、出口茂司専門役から六甲山砂防の沿革、なかでも大きな被害を出した昭和 13 年、42

年災害、また平成 7 年の阪神・淡路大震災に伴う災害等、六甲砂防の概要について説明をしていた

だきました。その後、大龍寺を経由し「諭鶴羽堰堤」など古い施設や、不透過堰堤にスリット化を

施した「多々部東堰堤」のような新しい堰堤を見学し、終点の諏訪山公園に到着しました。全行程

5.8 ㎞、高低差 280ｍ、５時間にわたる研修会でした。 

六甲の山はまさに神戸の町の裏山で、言い換えれば、「神戸の街は『六甲砂防』に守られている！」 

ということを実感しました。これが具体的にグリーンベルト事業（斜面地の買収と斜面保護の緑化、

緑化には小学生、市民の参加を進めている）という特別な事業にも発展しています。 

2． 砂防講習会 

（１）平成２６年２月４日 近畿２府４県の

砂防ボランティア協会共催の講習会（場

所；兵庫県神戸市） 

（２）平成２６年５月３０日 通常総会後、 

  会員研修会を開催(参加会員３0 名) 

・「近年の土砂災害の得た教訓について」 

講師 社団法人全国治水砂防協会 

        理事長 岡本正男 

・「大阪府の土砂災害対策について」 

講師 大阪府都市整備部河川室 

河川環境課主査 紙野彰子 

 

 

 ・10 月 砂防施設見学会・砂防ボランティア研修会 

・１月  水害・土砂災害に関する防災講演会（大阪府砂防協会・河川協会と共同開催） 

・２月  土砂災害に関する講習会（近畿ﾌﾞﾛｯｸ）近畿２府４県砂防ボランティア協会共催（奈良県） 

 

☆☆  平成２６年度の主な事業予定 

六甲砂防「多々部東堰堤」で参加者との集合写真 

平成２６年度通常総会後の会員研修会風景 

講師；岡本正男 全国治水砂防協会理事長 
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・両副理事長が砂防ボランティア活動等功労者として表彰されました。 

去る６月５日（金）、熊本市で開催された「Ｈ２６年度砂防ボランティア協会全国の集い」において、

当協会から藤本光大氏（現副理事長）と井上整氏（現副理事長）の両名が砂防ボランティア活動及び

砂防ボランティア団体の運営発展に関して顕著な功績があり、他の模範として推奨に値すると認めら

れ、砂防ボランティア全国連絡協議会会長から砂防ボランティア活動等功労者として表彰状と記念品

が贈呈されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○◎○◎○◎○◎●当協会を支援していただいている法人賛助会員(ｱｲｳｴｵ順)●◎○◎○◎○◎○ 

㈱淺沼組、㈱エヌイーエス、㈱奥村組、㈱竹中土木 

日本工営㈱、㈱ニュージェック 

☆☆  おお    知知    らら    せせ                 

藤本光大氏の功労者受賞 井上 整氏の功労者受賞 

特定非営利活動法人 大阪府砂防ボランティア協会 

〒54０-００３３大阪市中央区石町２-５-８日宝中之島ビル４F 

TEL/FAX０６-６８０９-７1２２ 

Ｅ-mail:osakasabovo@tea.ocn.ne.jp 

http://www18.ocn.ne,jp/~o-sabo/ 

-砂防ボランティア会員 募集中!!- 

年齢、性別、経験（砂防に関する知識等）は問いません。 

＜当協会の構成＞ 

 正 会 員  ８３名 

賛助会員 

個 人   ７名 

法 人   ６社 

斜面判定士 ６１名 

（平成２６年７月現在） 

河川室だより             －大阪府都市整備部河川室河川環境課より－ 

◎ 防災情報は「おおさか防災ネット」で検索 

 URL ⇒ http://www-cds.osaka-bousai.net/pref/index.html 

◎ 土砂災害防災情報は「土砂災害の防災情報」で検索 

 URL ⇒ http://www-cds.osaka-bousai.net/sabou/Index.html 

◎ 市町村ごとの「大雨・洪水警報などの気象情報」、「台風、地震・津波 

情報」、「災害時の避難勧告・避難指示」、「土砂災害警戒情報」等を携帯 

電話メールで配信しています。受信するには次のアドレスに空メールを 

送信して、設定してください。 

メールアドレス ⇒ touroku@osaka-bousai.net 

◎ 気象庁ホームページに「土砂災害警戒判定メッシュ情報」が掲載されています。 

（平成 25 年 6 月 27 日より） 

◎ 大阪府では、「今後の土砂災害対策の進め方」検討委員会から受けた提言に基づき、土砂災

害防止法に基づく区域指定のあり方や、「凌
し の

ぐ」「防ぐ」施策の進め方を検討、推進している

ところです。 

大阪府砂防ボランティア協会の皆様には、昨年度も 14 地区のハザードマップ作成に参加い

ただき、住民の皆さんの避難行動意識向上に努めていただきました。 

引続き、今年度も皆様のご協力をよろしくお願いします。 

引き続き、大阪府砂防ボランティア協会の皆様のご協力をよろしくお願いいたします。 

携帯の登録メールの 

QR コードはこちら 

 


